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＜背景＞

厚生労働省の国民健康基礎調査によると，

平成 16 年および 19 年ともに，腰痛の有訴者

率（人口千対）は，男性において最も高く，

女性においては肩こりに次いで２番目に高

くなっている．45 歳以下の人々が就業不能

に陥る最も大きな理由が腰痛であり，米国で

は慢性腰痛患者の約 2%が，腰痛のために就

業不能になっている．

腰痛が慢性化する要因の一つに脊椎安定

性の欠如が挙げられ，脊柱（腰椎）の分節的

安定性を高めるために，また，腰痛の予防お

よび治療に対する運動療法として，腰椎安定

化トレーニングが注目され，医療やスポーツ

の現場において幅広く行われている．

本邦のフェンシング競技者においても，下

肢および腰部の障害が高頻度で生じること

が予想されており，腰痛を予防・改善し，競

技力向上を目指す上で，重要な要素であると

考えられる．

腰椎安定化トレーニングが医療やスポー

ツの現場において幅広く行われているが，実

際のスポーツ動作および競技中の姿勢時の

体幹深部筋の筋活動様式は明らかにされて

おらず，医療やスポーツの現場において過剰

もしくは不十分なトレーニングが実施され

ている可能性がある．フェンシング競技にお

いても同様であり，スポーツ動作中の体幹筋

活動を明らかにすることは，よりコストベネ

フィットが高いトレーニングの作成および

指導に寄与するものと考えられる．

＜目的＞

本研究は，フェンシング競技におけるフォ

ワードランジ姿勢時の体幹筋活動を明らか

にすることを目的とした．

＜方法＞

健常成人男性12名を対象に，表面筋電図お

よびワイヤ筋電図を用いて，立位安静時およ

びフォワードランジ姿勢保持時の，体幹筋活

動を測定した．

各筋における試技間の筋活動量の比較に

は，二元配置分散分析を行い，有意差が認め

られた項目については，Bonferroni による

多重比較を行った．各筋の筋活動変化量の左

右の比較には，Wilcoxon-T 検定を行った．

統計処理には PASW Statics 18 を用い，有

意水準は全て 5％未満とした．

＜結果＞

脊柱起立筋の筋活動量は，左右両側とも立

位安静時に対してフォワードランジ姿勢保

持時で有意に大きかった（p<0.05）．多裂筋

の筋活動量は，左右両側とも，立位安静時に

対してフォワードランジ姿勢保持時で有意

に大きかった（p<0.05）．また，フォワード

ランジ姿勢保持時の右多裂筋の筋活動量は，

左右両側の腹直筋および外腹斜筋の筋活動

量よりも有意に大きかった（p<0.05）．フォ

ワードランジ姿勢保持時の左多裂筋の筋活

動量は，左右両側の腹直筋の筋活動量よりも

有意に大きかった（p<0.05）（Fig.1）．



Fig.1 各姿勢時の筋活動量

各筋毎の筋活動量の左右の比較

斜筋の筋活動変化量が，左側に対

有意に大きかった（p<0.05）．脊柱起立筋

筋活動変化量は，右側に対して左側

傾向を示した（p<0.1）．また，

横筋および多裂筋においては左右間

差を認めなかった（Fig.2）．

Fig.2 各筋毎の筋活動変化量

＜考察＞

筆者のフェンシングの現場での

右脚で前方に踏み込む選手は右

痛（筋・筋膜性腰痛）を訴えることが

た．本研究の結果から，フェンシング

は，右脚を前方に踏み込むフォワードランジ

姿勢を繰り返すことによって右側

がより多く動員され，腰痛発生に

ることが示唆される．

Sairyoらの報告によると，腰椎左回旋時

は右側の椎間関節の負荷が高まるとされて

いる．また，いくつかの先行研究

伸展および回旋運動が腰椎分離症

あると考察されている．右足を前方

すフォワードランジ姿勢時には

旋位となるため，右側の椎間関節

高まると考えられる．フェンシング
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＜結論＞

立位安静時と比較して

姿勢保持時では，多裂筋

筋活動量が増加した．

じてフォワードランジ姿勢

右側の椎間関節の障害を

こすことも予測される．

競技者の腰痛改善および予
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